
令和５年８月２日（水） まなぼっと幣舞

小中一貫教育による新たな学校づくりセミナー

釧路市教育委員会 教育指導参事 本 川 敬 一

釧路市立阿寒湖義務教育学校の目指すもの
ー地域を活かしたカリキュラムマネジメントを中心として



2阿寒湖義務教育学校開校に向けて

どのように取り組んだのか

令和３年４月１日 開 校

平成３１年４月～ 開校準備開始
（私の着任）

当初予定よりも
１年前倒し

実質２年間での開校準備



●開校に向けて 何をしたのか？
何から手を付けたのか？

●開校から２年たって
現在の先生方はどう思っているのか？

●阿寒湖の特色は？ 特殊事情は？
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R.02,07,03 阿寒湖義務教育学校開校準備協議会 ＃9

「和気藹々」「One drive」

学校経営G

教育課程G

生徒指導G

事 務G

研 修G

推 進 委 員 会 
校長・教頭・教務主任
各グループ代表

開校推進コーディネーター



前 期 課 程 後 期 課 程

１
年
生

２
年
生

３
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

７
年
生

８
年
生

９
年
生

１ｓｔ ステージ ２nd ステージ ３rd ステージ

指定ジャージ・指定上靴

単式 単式 単式 単式 単式複 式

制 服

全教科 教科担任制一部教科担任制学級担任制

私 服

複 式

スクールバス乗車可能 自転車通学可能

ジャージ・上靴自由
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ステージ

音楽を教科担任に
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部活動・同好会・少年団活動

中学校～・吹奏楽・園芸
※陸上競技部・スピードスケート部は休部中

小学校～・野球・バレーボール
・スピードスケート

保護者や地域の要望，学校の指導体制から総合的
に判断し，受け皿として柔軟に設置する部を検討する。



阿寒湖の
自然・文化・歴史を
活かした特色ある
教育活動の一面
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ヒメマスの
稚魚放流
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ザリガニ漁
体験
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植樹遠足
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マリモ観察
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18水草プロジェクト～第1弾
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8/27

108kg

⇩

10/6

10.8kg

水草プロジェクト～第２弾
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水草
プロジェクト
～第２弾～
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持続可能な社会
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アイヌ文化名人～アイヌ古式舞踊
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木 彫 教 室
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郷土料理教室
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アイヌ文化教室
ムックリ
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２年１年 ３年 ４年
ひまわり

ポンピリカ

理科室

理科室

理科準備室

職員室

校長室

保健室

音楽室

給食配膳室

屋内運動場

１ 階
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５年 ６年 ７年 ８年 ９年
ひまわり

レラ

サスイシリ サロルン
カムイ

図書室

PC室

家庭科室

美術室

技術室
会議室

放
送
室

屋内運動場

２ 階
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小中一貫校と義務教育学校の違いは？

小中一貫校とは （併設型・連携型）

義務教育学校とは （一体型・併設型・連携型）

それぞれの校長と教職員集団，修業年限は６年＋３年

一人の校長，一つの教職員集団，修業年限９年



子 供
の側から

教 師
の側から

保護者
地 域
の側から

メリット
中１ギャップの解消
子供の発達の早期化・加速化
学びの連続性，指導の連続性
小学校のきめ細やかな指導
中学校の専門性を活かした指導
小学校低学年の先生がゴールの姿を・・・
中学校の先生が小学生の姿を・・・
生徒指導上の問題を担任一人で抱え込まない

小規模校の活性化
教育の質の向上・教師の指導力向上
保護者・地域の意識改革



子 供 の側から

メリット～阿寒湖義務教育学校の先生方の生の声

○目指す１５の姿をリアルな姿として捉えられているように感じる。

○小学生が行事などで活躍する９年生の活躍を見て、「かっこ

いい。」「ああなりたい。」と憧れている。

○4年生がステージのリーダーとして活躍している。

○7年生（中１）が、教科担任制にも慣れ、のびのびと学習している。

○いわゆる中１ギャップは少ない気がする。

○異学年交流の学年差があるので、伝え方などの表現力を身に付

けることができていると思う。



教 師 の側から

メリット～阿寒湖義務教育学校の先生方の生の声

○小学校教員のよさ（きめ細やかな指導等）、中学校教員のよさ（専門的な
教科指導・学年団で指導に当たる等）が融合し、各ステージの教員が
チームとなって、きめ細やかな生徒指導（もちろん教科指導も）が行われ
るようになった

○生徒指導面においても、前期・後期課程の枠を超え、迅速な対応策を練
ることができるため、円滑な生徒間、生徒・教師間関係が維持されている。

○常に「9年間の義務教育」という視点で、子供たちや教育活動を考えてい
ます。だから強い責任感のもと、すべての先生方が1年生から9年生のす
べての子供と関わっています。

○義務教育のスタートからゴールが見えるので、小学校でやるべきこと、中
学校で受け継ぐことがはっきりと見えている。



子 供
の側から

教 師
の側から

保護者
地 域
の側から

デメリット

良くも悪くも中学校高学年のお手本

様々な交流活動や学校行事等を行う上で
発達段階の差が多きい（特に１･2年生と8･9年生）

5･6年生のリーダー性が育成しにくい

転出入児童生徒への配慮



デメリット～阿寒湖義務教育学校の先生方の生の声

○7年生（中１）になり、学習内容は難しくなって

いるのに小学生気分から抜け出すのに、時

間がかかる。

○中学生が子どもっぽくなった。

（地域柄もあるかもしれないが）

子 供の側から



デメリット～阿寒湖義務教育学校の先生方の生の声

教 師の側から

○5年生から教科担任制のため、５～9年生まで授業に行っ

ている先生は、5学年分（５種類）の授業準備が必要となり

教材研究の時間を確保するのが難しい。単純に授業時数

だけではわからない部分。

○後期課程の教員は，授業を担当する学年が増えるため，

新採用教員の場合、教科担任制のため教科によっては

全く経験しないまま4年間を終えてしまう可能性がある。



開校前に
  取り組んだこと
相互乗り入れ授業

３・４年生
外国語活動

５・６年生
外国語（英語）
体 育
音 楽

小学校教師は
中学校でTT
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阿寒湖義務教育学校の先生方からのメッセージ

前期課程，後期課程の先生方が，お互いの校種の教
育観を尊重し合っている点。これは，開校準備期間の
間に，２校（湖小・湖中）の教員の人間関係がかなり構
築されていたことが大きいと感じます。同じ教員住宅
に住み，昼夜問わず，良好な関係を築けたことは大き
な要因だと思います。教員同士が良好な関係を築け
ていないと，どんな学校でも上手くいかないのではな
いでしょうか・・・。ましてや，「０から新たな学校をつく
る」のであればなおさらだと思います。



阿寒湖義務教育学校の先生方からのメッセージ

阿寒湖義務教育学校はこのような点が，良い方向に
作用したと感じていますが，今後設置される釧路市
内の義務教育学校には，なかなか当てはまらないの
ではないかとも思います。だからと言って，上手くい
かないのでは？ということではなく，同じような視点
で教員同士の共通認識のもと，新たな学校をつくっ
ていただければと思います。



阿寒湖義務教育学校の先生方からのメッセージ

現在「小学校で行っていること」「中学校で行ってい

ること」を単純に足してしまうと，大きくはみ出してしま

います。「授業時数に余裕がある小学校だからできて

いること」，「教員の空き時間がある中学校だからでき

ていること」，これらをよく考慮して，新たな教育課程

を作成する必要があると思います。



阿寒湖義務教育学校の先生方からのメッセージ

「小学校ではこうだった」「中学校ではああだった」と

教員が言い続けていては、義務教育学校の開校業務

に当たったり、勤務したりするのは無理だと思います。



阿寒湖義務教育学校の先生方からのメッセージ

自分の教員人生で、新しい校種の開校に携われたこ
とは、とてもラッキーだと思っています。それは真摯
に開校業務に向き合ってきたから、そう思えるのか
な･･･とも思います。
「大変だったけど、とっても楽しくて貴重な時間
だったよ。」と、今なら笑顔で胸を張って言えます。
これから開校業務を推進していく先生方、新しい義
務教育学校に勤務する先生方にも、楽しんでもらえ
たらいいなと（偉そうですが）願っています



ご清聴ありがとうございました
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